
 
 
 
 

 
 
 

 

４
月
９
日
は
子
宮
頸
が
ん
予

防
を
啓
発
す
る
た
め
の
「
子
宮

の
日
」
で
す
。 

 

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
に
な
る

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（H
P
V

）
は
、
性
的
接
触
の

あ
る
女
性
の
５
０
％
以
上
が
、

一
生
に
一
度
は
感
染
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。H

P
V

の
感

染
は
、H

P
V

ワ
ク
チ
ン
接
種

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に

よ
り
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
の
５

０
～
７
０
％
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

今
月
は
、H

P
V

や
子
宮
頸

が
ん
予
防
の
た
め
の
検
診
・
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
重
要
性
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。 

 

【寄稿】 

 
 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
効
果
的 

 
 

 

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
た

め
に
、
最
も
効
果
的
な
方
法
は

男
女
と
も
にHPV

ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
れ
ば
、
感
染

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
個

人
の
免
疫
を
高
め
る
だ
け
で
な

く
、
集
団
免
疫
も
獲
得
で
き
、

子
宮
頸
が
ん
の
発
生
率
を
大
き

く
低
下
で
き
ま
す
。 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
当
初
１
２
歳
女
子

に
の
み
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
２
０
年
以
降
は
男
女
と
も

に
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
男
女
と
も
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
よ
り

強
い
集
団
免
疫
が
得
ら
れ
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

一
定
の
年
齢
に
達
し
た
女
性

は
、
が

ん

検

診
（
子

宮

頸

が

ん
・
乳
が
ん
な
ど
）
の
定
期
的

受
診
が
重
要
で
す
。 

 

 

せんだい総合健診クリニック 

 院長 石垣洋子 

  子宮頸がんＱ＆Ａ 

 
 

 

若
い
世
代
で
も
多
い 

 
 
 
 
 
 
 

子
宮
頸
が
ん 

 
 

 

 

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入

り
口
で
あ
る
子
宮
頸
部
に
で
き

る
が
ん
で
、
日
本
で
は
、
毎
年

一
万
人
以
上
が
新
た
に
子
宮
頸

が
ん
と
診
断
さ
れ
、
年
間
約
２

９
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
は
２
０

～
３
０
代
の
若
い
世
代
で
も
罹

患
し
ま
す
。
早
期
に
発
見
で
き

れ
ば
、
命
や
子
宮
を
守
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
就
労
や
結

婚
、
出
産
、
子
育
て
な
ど
、
女

性
に
と
っ
て
大
き
な
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
を
迎
え
る
時
期
で
の
発

症
率
も
高
く
、
女
性
の
人
生
に

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。 

 

製
薬
企
業
の
Ｍ
Ｓ
Ｄ
㈱
は
、

専
用
サ
イ
ト
を
公
開
し
、
Ｑ
＆

Ａ
方
式
で
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い

て
の
解
説
を
載
せ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
H
P
V

と
子
宮
頸
が
ん
の
こ
と 

  

子
宮
頸
が
ん
の
主
な
原
因

は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
で
す
。
子
宮
頸
が
ん

はHPV

ワ
ク
チ
ン
と
検
診
（
細
胞

診
・HPV

検
査
）
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
撲
滅
が
可
能
な
が

ん
と
し
て
世
界
的
に
認
知
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
際
に
多
く
の
先

進
国
で
子
宮
頸
が
ん
に
対
策
し

た
結
果
、
罹
患
率
や
死
亡
率
は

減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
日

本
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
検

診
の
対
策
が
十
分
に
普
及
し
て

い
な
い
こ
と
を
背
景
に
、
罹
患

率
と
死
亡
率
は
と
も
に
増
加
が

続
い
て
い
ま
す
。
特
に
ワ
ク
チ

ン
は
副
反
応
へ
の
懸
念
か
ら
積

極
的
推
奨
が
控
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
はHPV

に
関
連
す
る
が
ん
の

対
策
に
つ
い
て
、
一
般
向
け
の

分
か
り
や
す
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
公
開
し
て
い
ま
す
。 

４
月
９
日
は
「
子
宮
の
日
」 

 

日
本
で
は
毎
年
１
０
０
０
０
人
以

上
の
女
性
が
新
た
に
子
宮
頸
が
ん
と

診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間

約
２
９
０
０
人
の
女
性
が
子
宮
頸
が

ん
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。G

7

の
中
で
子
宮
頸
が
ん
の
死
亡
率
が
増

加
し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で
す
。

セ
ク
シ
ャ
ル
デ
ビ
ュ
ー
（
初
め
て
の

性
交
渉
）
の
低
年
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
日
本
で
は
２
０
代
～
３
０
代
の

子
宮
頸
が
ん
発
症
数
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
特
に
２
０
０
０
年
以
降
の
増

え
方
は
顕
著
で
、
亡
く
な
る
方
も
増

え
て
い
ま
す
。 

 

最
近
、
テ
レ
ビ
で
も
「
子
宮
頸
が

ん
は
ワ
ク
チ
ン+

検
診
か
ら
」
と
い

う
啓
蒙
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
宮

頸
が
ん
は
、
も
は
や
助
か
る
が
ん
の

一
つ
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
し
、

二
十
歳
か
ら
の
検
診
を
積
極
的
に
受

診
す
る
こ
と
で
、
子
宮
頸
が
ん
で
亡

く
な
る
女
性
は
確
実
に
減
少
す
る
と

私
た
ち
は
願
っ
て
い
ま
す
。 

子宮頸がんを知り、早めに対策を始めることが

重要です。ここでは、原因・予防・治療について

の基本的な情報を解説します。 

 

子宮頸がんってどんな病気？ 
子宮頸がんは、子宮の入り口にできるがんで

す。主にウイルスの感染が原因です。初期には

ほとんど症状が出ないため、自覚症状があらわ

れることなく進行していくという特徴があります。 

 

子宮頸がんの症状とは？ 
子宮頸がんは通常、初期には症状がほとんどあ

りませんが、進行するにしたがって不正出血、性

行為の際の出血などがあらわれてきます。自覚

症状が出たときには、すでに進行していた、とい

うこともあります。 

 

《子宮頸がんの予防法》 
①HPVワクチン接種 

子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウイルス

（HPV）の感染を防ぐ予防接種です。HPVワクチ

ンは、その種類や接種時の年齢により、２回もし

くは３回の接種が必要です。 

②子宮頸がん検診 

子宮頸がんの予防には、定期的な検診が必要

不可欠です。定期的な検診により、がんになる前

の段階やがんの初期に発見することが大切で

す。また、ワクチン接種をしていても、２０歳を過

ぎたら２年に１回、検診を受けることが推奨され

ています。 


